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研究成果の概要（和文）：幼児期健忘（３、４歳以前の出来事を自覚的には思い出すことができ

ないこと）に関して古くから論じられてきたが、そのメカニズムについては明らかではない。

研究代表者は、３、４歳頃からの認知発達と、記憶発達、幼児期健忘との関連性を探る調査を

行った。その結果、自伝的記憶の発達過程における重要な時期や記憶の変遷過程に個人間で共

通性がみられるが、内容量や内容の詳細には個人差がみられることが示された。また、その発

達過程における他者からの影響等も示唆され、初期の自伝的記憶の発達過程について複数の視

点から解釈や考察を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：Although previous studies have argued the causes responsible for “infantile 
amnesia” --an inability to recall personal events experienced before 3-4 years of age, the mechanisms of 
the phenomenon remain unclear. The author investigated the relationship among this phenomenon, 
development of memory and other cognitive abilities in children. The results indicated that there might 
be critical developmental changes in autobiographical memory common to young children although 
there might be differences among children in quantity and contents of episodes children could recall. 
Also, the results suggested that social interaction might have some influences on development of 
autobiographical memory in children. Based on these results, the author discussed the developmental 
course of autobiographical memory, metamemory and other cognitive abilities in relation to infantile 
amnesia. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）従来より、幼児期健忘（Freud, 
1901/1960; 自覚的に過去を振り返って個人

的な出来事を思い出そうとしても、３、４歳
以前の出来事については思い出すことがで
きないという現象）に関心がよせられ、近年

機関番号：１２６０３ 

研究種目：若手研究（Ｂ） 

研究期間：２００７年度 ～ ２０１０年度 

課題番号：１９７３０４５７ 

研究課題名（和文） 幼少期からの記憶の変遷過程：認知発達メカニズムとの関連 

                     

研究課題名（英文） Developmental changes in memory during childhood: relations with 

cognitive development. 

研究代表者  

上原 泉 （UEHARA IZUMI） 

東京外国語大学大学院総合国際学研究院・准教授 

 研究者番号：８０３７３０５９ 



 

 

は、その原因について、主に、語り（ナラテ
ィブ）の発達（Nelson, Fivush ら）、自己認
識の発達（Howe ら）、心の理論の発達（Perner
ら）の視点から論じられてきた。そのうち、
幼少期のエピソード・自伝的記憶の発達は、
語り（ナラティブ）の能力の発達に依存する
という、語り（ナラティブ）の発達説（Nelson, 
Fivush ら）が有力視されるようになってきて
いた。しかし、彼らの実証的研究では、子ど
もの幼少時代の母親の過去のエピソードの
語り口が、幼少期以降の子どもの過去のエピ
ソード・自伝的記憶の語りの発達に影響を及
ぼしているとの知見を中心に、大方、子ども
の語り（ナラティブ）の発達に影響を及ぼす
諸要因の分析結果が示されており、幼児期健
忘が生じるメカニズムに直結するようなデ
ータについては提示されていない。これまで、
実証的な知見に基づく、幼児期健忘に関する
議論や考察が十分になされてきたとはいい
がたかった。 
 
（２）幼児期健忘という現象は、多くの文化
圏で成人においてはよく知られているが、国
内外で、乳幼児期や児童期の子どもにおける
幼児期健忘の実態については、よく知られて
いなかった。また、幼児期健忘と、エピソー
ド・自伝的記憶以外の記憶も含めた記憶全体
の発達過程や諸認知能力の発達過程との関
連について、十分に追究されてはこなかった。
一方、研究代表者自身の過去のデータから、
エピソード・自伝的記憶と関連する認知発達
の側面において、３、４歳頃が重要な年齢で
あることが既に示されつつあった。そこで、
研究代表者は、この３、４歳頃の広範囲の認
知発達上の変化と、エピソード・自伝的記憶
の発達、幼児期健忘との間に関連性があるの
かを、縦断的調査法も取り入れて調べること
が、当該研究分野の進展にとって重要課題で
あると考え本研究を計画した。 
 
２．研究の目的 
 
（１）私たちが幼児期健忘として思い出せる
境界年齢、すなわち、３，４歳の前後でエピ
ソード・自伝的記憶がどう変化していくかの
変遷過程については、これまで十分に実証的
には追究されてこなかった。そこで、本研究
では、幼児期のエピソード・自伝的記憶のお
おまかな発達の道筋を検討することを目的
とした。 
 
（２）エピソード・自伝的記憶の発達変化に
関連する諸認知能力の発達過程もあわせて
検討することを目的とした。その際、個人内
に閉じた発達的変化のみならず、社会性、他
者との関係性についても考慮に入れて分析
することを目的とした。 

 
（３）個々のエピソード記憶の内容の分析を
詳しく行い、長期にわたる個々のエピソード
の記憶の変化と、他者との関係性、語り（他
者の語り、自らの語りの両方を含める）、他
の経験等との関連性を検討し、個人間で共通
する変化の部分以外に個人差も含めた、人間
の記憶の動的な変化のメカニズムについて
追究することを目的とした。 
 
（４）将来的な課題である、子どもの時期か
ら成人期にかけてのエピソード記憶とその
語りの変化の過程を探索的にでも追究すべ
く、成人におけるエピソード等の語りの特徴
を、子どもの調査とは別に、予備的に調べる
ことで、子ども時代特有のエピソード・自伝
的記憶や語りの特徴を把握することを目的
とした。 
 
３．研究の方法 
 
（１）子どもたちのエピソード・自伝的記憶
とその語り方の変遷過程を検討するため、各
子どもに、半年程度に 1回の頻度で、縦断的
にインタビュー調査を行うことで、その変化
の過程を追究し続けた。また、インタビュー
内で、一部時間をとって、記憶実験も実施し
てきた。協力者とその保護者の許可を得て、
画像や音声を記録した。 
 
（２）認知発達上の詳細の変化を把握するこ
とと、子どもたちの語りがどれくらい正確な
のか、また子どもたちの日常の状況と個々の
記憶との関連を確認するため、（１）の協力
者の母親を対象に、インタビューと質問紙調
査を実施した。 
 
（３）探索的に、母親自身の語りのデータも
とり、子どもと比較することを行った。また、
子どもとのデータとは別に、子どもにおける
語りと記憶内容のデータと将来的に比較す
ることを念頭に、成人を対象に、語りの際に
どういった部分を重視するのか、どういった
内容を語るのかに関する予備的な調査も検
討してきた。 
 
（４）エピソード・自伝的記憶にどのような
認識が関係するかを検討するため、思い出や
経験に関する評価、日常的な経験や認識、ま
た、語りの違いや重視する部分を探る、質問
紙調査を探索的に行ってきた。 
 
４．研究成果 
 
（１）エピソード・自伝的記憶の発達過程に
おいて、個人間で共通する、複数の重要な時
期が存在することを示した。その成果の一部



 

 

については、国内の学会で報告した（上原、
2008）。 
 
（２）幼児期初期の過去のエピソードの「語
り」は、幼児期後期以降になると、明らかに
変わってくる様子が確認された。表面的な断
片的な「語り」から、成人でみられるような
（成人ほど精巧とはいえないものの）自伝的
記憶としての語り（ナラティブ）へと、徐々
に変化していく可能性が示唆された。この部
分の変化の過程については、英語を母語とす
る子どもの語りの発達過程（例えば、Fivush, 
Haden, & Adam, 1995）と類似している可能
性が高いことがわかった。この結果の一部に
ついては、国際学会で発表した（Uehara, 
2007）。 
 
（３）縦断的調査の結果分析を通じて、エピ
ソード記憶の内容や語りに関して、複数の個
人間で共通してみられる、生じやすい変化の
パターンが存在する可能性が示された。その
成果の一部については、国内の学会で発表し
た（上原、2009a）。詳細の分類等の分析が
今後の課題である。 
 
（４）本調査で中心的に追究してきたエピソ
ード・自伝的記憶以外の記憶発達研究（短期
／長期記憶、ワーキングメモリ、他の日常的
な記憶）との関連も視野に入れて、記憶全般
の発達過程と自伝的記憶の発達過程の関係
性を、本研究が蓄積してきた縦断的データの
分析結果を過去の国内外の知見に照らしあ
わせながら、比較検討し全体像について考察
した。これらの比較検討と考察については、
新たな解釈も含めて論文にまとめ、国内の論
文集に発表した（上原、2009b）。 
 
（５）子どもにおける自伝的記憶の語りがど
のようにその後、発達していくのかを探るた
め、成人の語りに関する調査も予備的に検討
してきた。一部、成人における語りの文化差
や内容差に関するデータを得て中間報告を
行ったが（上原、2010；上原、東、2007）、
内容的に子どものデータと比較しうるだけ
の十分な成果として、学会や論文に公表でき
る段階には至らなかった。子どもと成人にお
ける語りや記憶内容の違いや、子ども期から
成人期へのつながりに関するデータを確実
に積み重ねていくことで、長期の変化の過程
がみえてくる可能性が高く、今後の課題とい
える。 
 
（６）本調査で収集したデータを、メタ認知
（自己の認知活動に対する客観的に認識す
ること）の発達という視点からのデータの解
釈も試みた。４歳前後のエピソード・自伝的
記憶の発達とあわせて、メタ認知的な内的モ

ニタリング能力の発達がすすみ、５歳以降に
発達が著しいとされる、方略的な面を中心と
するメタ認知能力の発達につながっていく
可能性も示唆された。ただし、年齢、内容と
もに、もう少し広範囲な認知能力のデータに
基づく検討が必要であり、それらの発達過程
の詳細のメカニズムの追究は将来的な課題
である。なお、この検討内容の一部について
は、国内の学会で報告した（上原、2010）。 
 
（７）エピソード・自伝的記憶の発達的変化
の一部には、複数の子どもの間で共通性があ
る一方で、内容そのものや個々の自伝的記憶
の内容量、語られる量には個人差があること、
さらに同じ個人内でも、個々のエピソードレ
ベルでは、量、質ともに差があり、全体とし
て、その長期的な変化の過程は多様であるこ
とが示唆された。その成果の一部については
発表した（上原、2008a、2008b）が、さらな
るデータの蓄積と分析が将来的な課題であ
る。 
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